






















































志選刊続編』第 41 冊所収）、また陳普の門人・韓信同の『韓氏遺書』2 巻をも蒐集・刊行した。そのかたわら、自身
の興味により怪異記事を蒐集しており、その成果は『異物彙苑』18 巻（『四庫全書存目叢書』所収）に結実してい
る。























生遺集』22 巻に収録されたものがほぼ全てといえる4。『字義』はその巻 9 全
てを占める。
　『遺集』には、日本で確認できる限り 3 種類の版本がある。
　一つ目は、嘉靖 14 年（1535）序刊本（以下、「嘉靖 A 本」と称す）。静嘉堂
文庫所蔵（15 函 9 架）。毎半葉 10 行 22 字。四周単辺、有界。白口無魚尾（二
重線が上下 2 箇所にある）。





　二つ目は、嘉靖 16 年（1537）序寧徳県知県程世鵬刊本（以下、「嘉靖 B 本」
と称す）。前田育徳会（尊経閣文庫）所蔵5。本文内容は嘉靖 A 本と同様と思
われるが、版式は毎半葉 10 行 20 字。四周単辺、有界。白口双白魚尾（上下の
魚尾は逆向き。巻 1 の冒頭 2 葉のみ単魚尾）。巻末の附録に「梓集文移」が加
わっている。
　三つ目は、万暦 3 年（1575）序薛孔洵重刊本（以下、「万暦本」と称す）。









のみである（高・陳 1986：194─202 頁）。また、詠史詩に注目した専論が 1 篇






















































































































1　天（2/456） 2　太極（1/180） 3　乾（2/22） 4　坤（2/21）
5　元（1/14） 6　亨（1/13） 7　利（1/19） 8　貞（2/50）
9　無極（3/131） 10　太和（1/11） 11　皇極（1/38） 12　陰（1/12）
13　陽（1/12） 14　剛（1/27） 15　柔（1/32） 16　鬼神（1/65）
17　神妙13（1/32） 18　主宰（1/28） 19　造化（1/10） 20　化工（1/6）
21　変化（1/28） 22　幽明（1/26） 23　屈伸（1/74） 24　消息（1/16）
25　盈虚（1/28） 26　感応（2/163） 27　孚（1/19） 28　易（1/32）
29　道（2/138） 30　理（1/25） 31　器（1/14） 32　費隠（1/42）
13 本文による。嘉靖 A・B 本・万暦本とも目録では「妙」。後述の和刻本では「神妙」。
27─ ─
陳普『字義』の資料的性格──儒教における哲学辞典的著作の一例として──（林文孝）
33　体用（1/104） 34　徳（1/76） 35　行（1/6） 36　性（2/193）
37　降衷（1/35） 38　秉彝（1/22） 39　命（2/119） 40　情（1/47）
41　心（2/83） 42　志（1/9） 43　意（1/10） 44　思（1/14）
45　思14（1/12） 46　慮（1/12） 47　念（1/5） 48　才（1/61）
49　気（1/126） 50　五常（1/22） 51　仁（1/94） 52　義（2/120）
53　礼（1/170） 54　智（1/13） 55　信（1/125） 56　四端（1/42）
57　三綱（1/237） 58　五典（2/144） 59　五教（2/94） 60　倫（1/45）
61　孝（1/8） 62　弟（2/20） 63　智　仁　勇（1/119）
64　誠（1/92） 65　誠之（1/18） 66　誠明（1/78） 67　一（1/136）
68　止（1/227） 69　中（1/87） 70　時中（1/91） 71　時（1/152）
72　未発之中（1/118） 73　和（1/60） 74　庸（1/53）
75　正（1/46） 76　直（1/86） 77　方（1/62） 78　忠（1/98）
79　恕（1/196） 80　敬（1/57） 81　恭　欽　斉　荘　粛（1/96）
82　静（2/224） 83　虚（1/40） 84　実（2/226） 85　定（1/32）
86　安（2/144） 87　楽（1/139） 88　聡（1/31） 89　明（1/53）
90　聖（1/13） 91　神（1/26） 92　睿（1/8） 93　濬哲（1/55）
94　謀（1/69） 95　霊（1/10） 96　覚（1/16） 97　節（1/39）
98　密（1/8） 99　幾（1/36） 100　復（1/14） 101　礼楽（1/41）
102　文章（1/84） 103　物（1/88） 104　軌（1/36） 105　範（1/29）
106　則（1/28） 107　体（1/38） 108　名（2/105） 109　位（1/80）
110　分（1/102） 111　公（1/12） 112　私（1/12） 113　理15（1/8）
114　欲（1/8） 115　義16（1/8） 116　利（1/8） 117　善（1/8）
118　悪（1/8） 119　淑（1/8） 120　慝（1/8） 121　良（1/4）
122　治（1/8） 123　乱（2/65） 124　順（1/62） 125　逆（1/12）
126　是（1/4） 127　非（1/4） 128　得（1/2） 129　失（1/2）
130　己（1/16） 131　意（1/8） 132　必（1/8） 133　固（1/8）
14 第 45 条は第 46 条「慮」と同じ字数であり「～者也」という形式も共通である。「思」をどの概念との系列で捉える
かが第 44 条と異なるのだろう。
15 「理」は第 30 条と重なるが、ここは「道」等との系列ではなく、「欲」の対概念である。
16 「義」は第 52 条と重なるが、五常の一つとしての「義」と「義利」の「義」とで区別されている。
『言語・文化・社会』第 13 号
28─ ─






比べてみても、程端蒙『性理字訓』の 30 条、陳淳『北渓字義』の 26 門に対し
て、153 条（現存だけでも 140 条）は圧倒的である。
　ただし、これと同程度まで対象概念を拡大した先例は存在する。程若庸の
『増広性理字訓』、すなわち程端蒙『性理字訓』を 6 門 183 条と大幅に拡張した
ものである。













　『性理字訓』の場合、1 概念に対する説明が 4～17 字、多くが 8 字でほぼ一
定している。8 字での説明の一例として、第 25・26 条の「誼」（義）・「利」を




























18 『四庫全書存目叢書』子部第 4 冊のページ数を付す。







































































































四周双辺、無界、白口単黒魚尾、毎半葉 11 行 20 字（一部 21～22 字）、注文双
行低 2 格。寛文刊本は最終第 29 丁裏の最終行、「閔文振謹誌」の直下に「〔寛
文十一辛亥年〕 田原仁左衛門板行」との刊記があり、元禄刊本は行末は空
格、下辺を揃えた張出部に「元禄甲戌之春林九兵衛刊」とある。



















































○字義序（静嘉堂文庫蔵嘉靖 A 本は巻 9 第 1 丁が欠落し、「字義序」が見られ
ない）
・「年七七」（1b, l.2：414 頁） 上の「七」、嘉靖 B 本は「十」に作る。より古
い版本であり内容もより自然であるから、従うべきであろう。





・「堂而／〓」（1b, l.10─2a, l.1：414─5 頁）「〓」は影印不鮮明。「室」である。
・「吾嘗」（2a, l.1：415 頁）　「嘗」、嘉靖 B 本・広字義は「當」に作る。
・「待矣」（2a, l.1：415 頁）「待」、和刻本は「得」に作る。
○本文
・「〔毎度四百〕／里」（2a, l.5─6：415 頁） 嘉靖 A・B 本は「里」まで小字双行
夾注。従うべきである。和刻本はすべて大字で本文とする。




・「無痕無跡」（6a, l.1：417 頁） 嘉靖 A 本は「跡」を「迹」に作る。
・「復答我之所答」（7a, l.9：417 頁）「之」、和刻本は無し。
・「〔故為隠也〕」（8b, l.6：418 頁） 嘉靖 A・B 本・和刻本とも 4 字を大字とす
る。
・「即道之二體用也」（9a, l.2：418 頁）「二」、和刻本は「一」に作る。




・「如飢則思」（11a, l.1：419 頁） 嘉靖 A 本は「飢」を「饑」に作る。
・「埋具於心」（11a, l.3：419 頁） 影印では「埋」に見えるが、当然「理」で
ある。
・「小信矣」（14a, l.2：421 頁） 嘉靖 A・B 本は「矣」の下に「論語與朋友交
言而有信之信正指此」15 字あり。
・「端頭緒也」（14a, l.7：421 頁） 和刻本は「頭」を「猶」に作る。
・「衆月」（14b, l.1：421 頁）「月」、嘉靖 A・B 本・和刻本・広字義とも「目」
に作るのに従うべきである。万暦本は「目」字の下辺がつながっていない
形。
・「綱擧而後目張綱正而後月齊」（14b, l.2：421 頁） 嘉靖 A 本のみ一字目の
「綱」を「網」に作るが、劣る。「月」については同上。










・「疵病」（16a, l.5：422 頁） 嘉靖 A 本は「病」の下に「也」1 字あり。
・「上」（17b, l.4：422 頁） 万暦本の誤刻。目録、他の諸本とも「止」である。
・「止於丘隅」（18a, l.1：423 頁） 嘉靖 A・B 本は「於」を「于」に作る（B 本
は「干」に見える）。
・「〔答間類〕」（19b, l.5：423 頁） 万暦本固有の薛孔洵注の一部。「間」、和刻
本は「問」に作り、従うべきである。
・「喜怒哀樂」（19b, l.8：423 頁）「樂」、和刻本は「悪」に作る。
・「憂尚患」（20b, l.10：424 頁） 嘉靖 A・B 本・和刻本ともこの 3 字を「夏尚
忠」に作るのに従うべきである。万暦本実物では、「患」は「忠」であっ
た。広字義はこの箇所なし。





・「惟理之循則動静皆静雖有為／亦若無為也」（22a, l.7：425 頁） 和刻本 2 種
いずれも「則」以下「有為」までの 8 字の代わりに「習」1 字あり、その行
は以下空格。
・「雖乎足不同」（22a, l.8：425 頁）「乎」、嘉靖 A・B 本・和刻本が「手」に
作るのに従うべき。
・「若志」（23a, l.7：425 頁）　「志」、嘉靖 B 本は「忘」に作る。
・「知有物化」（23b, l.1：425 頁） 嘉靖 A 本・広字義とも「有」を「誘」に作
る。『礼記』楽記による表現だから、「誘」が当然よい。
・「静而後」（24a, l.2, 5：426 頁） 嘉靖 A・B 本は「後」を「后」に作る。
・「文言〓則〓之」（24b, l.1：426 頁） 影印不鮮明。「樂則行之」である。









・「旁招俊义义有治才也」（30a, l.7：429 頁）　両「义」字、嘉靖 A・B 本・広
字義は「乂」に作る。和刻本は上のみ「乂」に作る。
・「從作义理」（30b, l.2：429 頁）「义」、嘉靖 A・B 本・和刻本・広字義とも
「乂」に作る。
・「務〔欲如〕人」（31a, l.9：429 頁） 他の諸本すべて「欲如」ともに大字と
する。
○字義後序
・「〔翼甫拆人〕」（32b, l.5：430 頁）「拆」、嘉靖 A・B 本が「浙」に作るのに
従うべき。
・「味門之輔氏」（32b, l.5：430 頁） 嘉靖 A・B 本・和刻本が「味」を「朱」
に作るのに従うべき。
・「夜／旦荘誦」（32b, l.6─7：430 頁）「旦」、和刻本は「且」に作る。
・「不知肉朱」（32b, l.7：430 頁） 嘉靖 A・B 本・和刻本が「朱」を「味」に
作るのに従うべき。
・「〓〓詳畧」（33a, l.1：430 頁） 2 字影印不鮮明。「安卿」である。
・「風胡非乏巨眼」（33a, l.2：430 頁）「胡」、和刻本は「殊」に作る。
○閔文振識語
・「為唐〓〓〓」（33b, l.4：430 頁） 3 字影印不鮮明。「盧殷文」である。
【文献】
※一次史料（陳普の著作、および字義関係で文中に使用したもののみ挙げる）
〔宋〕程端蒙撰 程若庸補輯『程蒙斎性理字訓』1 巻 『四庫全書存目叢書』子
部第 4 冊（北京師範大学図書館蔵清同治至民国間刻西京清麓叢書本）
〔宋〕陳淳著（熊国禎・高流水点校）『北渓字義』、北京・中華書局、1983 年
〔宋〕陳普撰『石堂先生字義』 寛文 11 年印、田原仁左衛門：国立公文書館蔵
39─ ─
陳普『字義』の資料的性格──儒教における哲学辞典的著作の一例として──（林文孝）
〔宋〕陳普撰『石堂先生字義』 元禄 7 年印、林九兵衛：国立公文書館蔵
〔清〕黄叔璥撰『広字義』2 巻 『四庫全書存目叢書』子部第 27 冊（清華大学
図書館蔵清乾隆 4 年黄氏刻本）
〔宋〕陳普撰『石堂先生遺集』22 巻 明嘉靖 14 年序刊本：静嘉堂文庫蔵（→
京都大学人文科学研究所には景照本ありとのこと）
〔宋〕陳普撰『石堂先生遺集』22 巻 明嘉靖 16 年序刊本：前田育徳会蔵














21 巻 6 期、pp. 144─8.
劉仲華（2007）「試論清初降臣孫承沢与理学家的学術交往」、『唐都学刊』23 巻
6 期、 pp. 87─92.
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〔付記〕本稿は 2013 年度学習院大学外国語教育研究センター研究プロジェクト
「中国思想における倫理と功利」（代表者：馬淵昌也）の研究報告の一つである
とともに、JSPS 科研費 24520044（研究代表者：恩田裕正）の助成による研究
成果の一部でもある。口頭発表では若干の内容分析をも行ったが、今回は紙幅
の都合で資料紹介を中心とした。資料閲覧に関して各所蔵機関に深く感謝申し
上げる。
